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Pocket Drugs 2024 
（ポケットドラッグズ2024）
監修　福井次矢
編集　小松康宏、渡邉裕司
A6　頁1248　定価：4,840円[本体4,400+税10%]
［ISBN978-4-260-05278-8］

そうだったのか！  
精神科の病気
その人には何が起きていて、どうケアすると
助けになるのか
中村　創
A5　頁192　定価：2,200円[本体2,000+税10%]
［ISBN978-4-260-05478-2］

感染対策60のQ&A
坂本史衣
A5　頁328　定価：3,300円[本体3,000+税10%]
［ISBN978-4-260-05271-9］

急変時，何をみる？ どう判断する？
病棟ナースの臨床推論
編集　増山純二、苑田裕樹
B5　頁180　定価：2,970円[本体2,700+税10%]
［ISBN978-4-260-05358-7］

〈シリーズ　ケアをひらく〉
超人ナイチンゲール
栗原　康
A5　頁272　定価：2,200円[本体2,000+税10%]
［ISBN978-4-260-05442-3］

〈シリーズ　ケアをひらく〉
わたしが誰かわからない
ヤングケアラーを探す旅
中村佑子
A5　頁232　定価：2,200円[本体2,000+税10%]
［ISBN978-4-260-05441-6］

臨床検査データブック  
［コンパクト版］
（第12版）
監修　髙久史麿
編集　黒川　清、春日雅人、北村　聖、大西宏明
三五変型　頁408　定価：1,980円[本体1,800+税10%]
［ISBN978-4-260-05357-0］

Dr. 長澤印　 
輸液・水電解質ドリル
長澤　将
B5　頁192　定価：4,620円[本体4,200+税10%]
［ISBN978-4-260-05296-2］

緊急度・重症度からみた
症状別看護過程
+病態関連図
（第4版）
編集　井上智子、窪田哲朗
A5　頁1112　定価：5,610円[本体5,100+税10%]
［ISBN978-4-260-05305-1］

看護教員のための　 
問題と解説で学ぶ 
教育指導力トレーニング
監修　佐藤浩章
編集　大串晃弘
A5　頁168　定価：2,640円[本体2,400+税10%]
［ISBN978-4-260-05361-7］

クリスティーンの  
やさしい看護英会話

（新訂版）
知念クリスティーン、上瀧真紀恵
B5　頁88　定価：2,200円[本体2,000+税10%]
［ISBN978-4-260-05250-4］

クリスティーンの  
レベルアップ看護英会話

（新訂版）
知念クリスティーン、迫　和子
B5　頁136　定価：2,640円[本体2,400+税10%]
［ISBN978-4-260-05251-1］
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（2面につづく）

栗原　宮本先生には，『超人ナイチン
ゲール』（医学書院）を執筆する前に，
看護職の中でのナイチンゲールのとら
えられ方や執筆に使う資料についてな
ど，さまざまなご教示をいただきまし
た。その節は大変お世話になりました。
宮本　いえいえ。私も栗原さんの大杉
栄や伊藤野枝の評伝を読ませていただ
き，これは興味深い伝記ができそうだ
と楽しくお話させてもらいました。『超
人ナイチンゲール』，拝読しましたが
非常に面白かったです。文体はかなり
攻めており，一見すると突飛に感じら
れるところがあるかもしれませんが，
よく読むと看護界のオーソドックスな
ナイチンゲール史にのっとっています
よね。
栗原　そう言っていただけてうれしい
です。

女性の自立から見る，人間味
あふれるナイチンゲール

栗原　私が初めて読んだナイチンゲー
ルの伝記が，宮本先生のもの〔『ナイ
チンゲールの越境 7――伝記』（日本
看護協会出版会）所収〕でした。本書
を書く前に，担当編集者から資料とし
ていただいて。恥ずかしながら，それ
までナイチンゲールの伝記は 1冊も読
んだことがなかったんです。私が小さ
い頃はまだ児童書は男子向け，女子向
けに分かれており，ナイチンゲールは
女子向けの伝記だったので。
宮本　私の子ども時代もそうでした
が，たまたま妹の本棚にあった伝記を

“超人”ナイチンゲールの
超えっぷり

対
談

栗原 康氏
東北芸術工科大学 非常勤講師

好奇心に駆られて手に取り一気に読ん
でしまった記憶があります。
栗原　そうだったんですね（笑）。その
点で言うと，ナイチンゲールの生きた時
代は今よりもさらに家父長制が激しく，
女は結婚し，男に尽くすのが当たり前
という時代でした。そんな時代に結婚し
ないという選択をし，悪戦苦闘しなが
らも看護の道を切り開いていったナイ
チンゲールは当時の人から見るとかな
りぶっ飛んだ，時代を先取りした自立
している女性だったでしょうね。本書
を書く前にナイチンゲールの自伝的小
説『カサンドラ』を読みましたが，この
小説には結婚制度や男社会への激しい
怒りが示されていて，ナイチンゲールが
看護の道を進む悪戦苦闘の中で感じた
であろう恨みつらみが詰まっています。
宮本　『カサンドラ』の主人公は死の
間際，「つぎのキリストは，おそらく
女性だろう」とつぶやきます。次の世
代の女性は男性に縛られて生きるので
はなく，当たり前のように自分の手で
自分の道を切り開く，さらにはこの世
の発展を主導していく存在であると言
いたかったのかもしれません。その先
駆者たる者として自分をカサンドラと
重ねていたのでしょう。
栗原　宮本先生の伝記はまさに「女性の
自立」が軸になっていましたよね。出だ
しから，「良いお嫁さんになりたいと
いう人はこの本を読まないほうがいい
かもしれません」みたいなことが書か
れていてびっくりしました。うおおー，
いいじゃないかって。これなら自分も
ナイチンゲールを書いてみたいな，と。

宮本　なるほど，今でもインパクトは
ありましたか（笑）。
栗原　私の専門はアナキズム研究なの
ですが，女性解放とアナキズムは通ず
るところがあると考えています。アナ
キズムは無政府主義と訳されますが，
元は「支配がない」状態を指し，政府
だけでなく，家庭内で男が女を支配す
るのをやめさせることでもあります。
　私は大正時代のアナキストで婦人活動
家でもある伊藤野枝の伝記を書いたこと
がありますが，「女は男の奴隷じゃない
ぞ」と言って男の奴隷にさせられていた
女性が自分の生きる道を自分で手繰り寄
せるその生き方が，ナイチンゲールと伊
藤野枝では似通ったところがあると感じ
ました。まあ伊藤野枝の場合は，結婚しな
いというよりも，結婚制度そのものを否
定し，好きな人ができたら家庭なんて捨
てて飛び出していくという人でしたが。
宮本　経歴を見るとナイチンゲールと
伊藤野枝は正反対に見えますが，男性
との関係は意外と共通点があるかもし
れませんね。『超人ナイチンゲール』
では“パリピ”と表現されていました
が，ナイチンゲールは社交界や舞踏会
が大好きでしたし，男性たちからちや
ほやされるのも好きでした。神の声を
聞いた後に社交界の楽しさにはまって
しまい，葛藤したこともあります。思
い合っていたミルンズからのプロポー
ズを看護の道に進むために泣く泣く断
った後，未練たらたらで，ミルンズが
結婚したことを風の便りに聞いた際に
はがっかりしていたり。

栗原　ひどい目にもあっていますよ。
一方的に好かれていただけのいとこの
ヘンリーの求婚を断ったら，大好きだ
ったヘンリーの姉マリアンヌから「あ
ばずれ」みたいに罵倒されたり。
宮本　家族，親族との関係のもつれも，
ほとんど生まれてから亡くなる間際ま
でずっと続いていた人ですね。
栗原　宮本さんとお会いした時に，「セ
シル・ウーダム＝スミスの『フローレ
ンス・ナイチンゲールの生涯』（現代
社）を資料的に使うといいですよ」と
教えていただきました。この本にはそ
うしたエピソードがたくさん出てきま
すね。1000ページ以上もある大著で，
読むのが大変でしたが（笑）。あとは
リン・マクドナルドの『実像のナイチ
ンゲール』（現代社）も面白かった。
宮本　私も自分の本を書く時に参考に
したのがウーダム＝スミスの本です。
まだ翻訳が出ていなかったので苦労し
ましたが，ストーリー作りにはずいぶ
ん参考にさせてもらいました。
　『超人ナイチンゲール』にはこうい
った身近な人とのエピソードがふんだ
んにあり，彼女の人間味が非常によく
表れていて，ナイチンゲールを身近に
感じられますね。

「なぜという問いなしに」 
ケアしてしまう

栗原　私がこの本で強調したかったの

宮本 眞巳氏
東京医科歯科大学 名誉教授

■［対談］“超人”ナイチンゲールの超えっぷり
（栗原康，宮本眞巳）� 1 ― 2 面
■［寄稿］FAQ押さえておきたい病棟での
急変時対応のポイント（増山純二）� 3 面

■［連載］排便トラブルの“なぜ!?”がわかる��
� 4 面

■［連載］社会的入院を看護する� 5 面
■［連載］看護のアジェンダ/第23回日本ク
リニカルパス学会学術集会� 6 面

■MEDICAL�LIBRARY/索引� 7 面

　ランプを片手に患者に慈愛のまなざしを向ける白衣の天使。あるいは冷徹な合
理主義者――。一般的なナイチンゲール像はおおよそこのようなイメージだろう。
　しかし，このたび上梓された『超人ナイチンゲール』（医学書院）は，そん
な既存のナイチンゲール像をぶち壊す。本書では，史実を丁寧に押さえながら
も「神秘主義者としてのナイチンゲール」という今までとは異なる切り口でナ
イチンゲールをパワフルに描き出している。この画期的なナイチンゲール伝を
記した栗原康氏と，看護学生時代に「女性として，看護師として，人間として
の自立」を軸にナイチンゲールの子ども向け伝記を執筆したことのある宮本眞
巳氏が，ナイチンゲールの不思議に迫る。



（2）　　2023年12月11日（月曜日）	 週刊　医学界新聞 　　第3545号

＜出席者＞
●くりはら・やすし氏
1979年埼玉県生まれ。早大大学院政治学研
究科博士後期課程満期退学。2014年より現
職。専門はアナキズム研究。著書に『大杉
栄伝 永遠のアナキズム』（角川ソフィア文庫），
『村に火をつけ，白痴になれ 伊藤野枝伝』（岩
波現代文庫），『死してなお踊れ 一遍上人伝』
（河出文庫），『アナキズム 一丸となってバラバ
ラに生きろ』（岩波新書），『サボる哲学 労働
の未来から逃散せよ』（NHK出版新書）など。
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1947年新潟県生まれ。東大文学部社会学科
卒業。同大大学院医学系研究科修了。保健
学博士。都立松沢看護専門学校で看護師資
格を取得後，松沢病院に勤務。その後，東京
都精神医学総合研究所，横市大看護短大，
東京医歯大，亀田医療大などに勤務。著書に
『看護場面の再構成』『「異和感」と援助者ア
イデンティティ』（いずれも日本看護協会出版
会），共著に『アディクション看護』（医学書院）
など。

（1面よりつづく）

は，ナイチンゲールの根幹にある神秘
主義です。彼女は尋常でない行動力を
持ち，クリミア戦争においてもその後
の医療改革においてもがむしゃらに活
動しました。ですがそのパワフルさは
さまざまな評伝作家から「精神的に
少々おかしい」というそしりとセット
で紹介されてしまっています。
宮本　確かにナイチンゲールに病跡学
的な特記事項はあったにせよ，病人と
して扱うのはおかしいですね。かとい
って，一点の曇りもない素晴らしい理
想の人物に祭り上げるのもおかしい。
私も半世紀前に書籍執筆に当たり担当
編集者とやり合ったものですが，今も
その傾向は払拭されていないようです。
栗原　これは神秘主義への無理解から
来ているのだと思います。神秘主義の
キーワードは，「なぜという問いなし
に」です。神は絶対的なものだから，
何かのための手段や道具になることは
ありません。どんな目的にも左右され
ない。その神と一体化しているから，
理由もなく，損得も関係なく，それこ
そ自分の将来さえかなぐり捨てて，体
が動いてしまう。例えば，車にひかれ
そうな猫を助けようととっさに車の前
に飛び出してしまう時，頭で考えて動
いたというよりは「体が勝手に動いた」
と感じますよね。この自分で自分を制
御できないというところに神秘主義者
は神を感じるわけです。
　苦しんでいる患者を見ると「自ずと
ケアしてしまう」。助けた際の見返り
や，病気を移されるんじゃないか，な
ど考えている自己が消え，ただ必然的
に，救うべくして救ってしまう。気づ
いたら患者の感情に自分を投げ込み，
患者に憑依してシンクロしている。自
分を捨てて何かしたいと思うその行為
の中に神は宿るというのが神秘主義の
考えだとしたら，ナイチンゲールにと
ってその行為は，目の前の苦しんでい
る人をただ救うことだったと思います。
宮本　「憑依」は，現代の看護では「共
感」という言葉で語られる部分ですね。
憑依的な共感はその相手と本気で付き
合っている時に感じられるもの，長い

間一緒にいると伝わってくるもの，と
似通っているのではないでしょうか。
近代的な看護では第三者としての自然
科学的な知見の枠内で患者ニーズのア
セスメントをしなければいけない，と
いう考え方が主流です。一方，ナイチ
ンゲールからヒントを得れば，オープ
ンな人間関係を通して，直感的に得ら
れた共感をベースに，量的，質的なデー
タによる裏付けも取りながら，援助的
な人間関係につなぐという援助論が展
開できるのではないかと思っています。

依存症ケアとの接点

栗原　クリミア戦争の際は，まさしく
そういった看護が行われていたのでは
ないでしょうか。あの場は，もう何を
やっても助けられない，手の打ちよう
がない患者が大勢いるという悲惨な状
況で，こう患者にかかわれば治せる，
患者が何をすれば治る，という発想で
はやっていけない状況だった。正しい
とされている人為的，合理的な解決策
が通用しない。原因がわからない。「な
ぜ」という問いが立てられない。だか
ら，いったんその発想を捨てて，自ず
と感じたことを実践していく。自

4

ずか
ら然
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り。そもそもナイチンゲールの考
え方は，「病気は回復過程であり，そ
れ自体は“自然の努力”の現れ」とい
うものです。回復を促す主体は人間で
はない，合理的に行動する意思や心が
けで病気が治せるというのは迷信だと
しています。クリミアでのナイチン
ゲールは，その場で患者と波長を合わ
せて，何をすれば自然の働きを阻害せ
ず回復を促せるのかを感じ取り，看護
をしていたのでしょう。
宮本　ナイチンゲールは，看護とは自
然が患者に働きかける上で最も良い状
態に患者を置くことである，と言って
います。それは環境と人間の相互作用
を最適化するために必要とあれば何で
もするということで，それは当時も今
も看護や医療を超えた一大事業なんで
すね。
栗原　倫理学研究者の大北全俊は『ナ
イチンゲールの越境 5――宗教』（日
本看護協会出版会）の中で，アルコー
ル依存症の自助グループ「アルコホー
リクス・アノニマス」で行われる「12
のステップ」というプログラムと，ナ
イチンゲールの看護をリンクさせてい
ました。12のステップでは，まずア
ルコールに対して自身が無力であるの
を認めることから始まり，次に自身を
超えた大きな力が自分たちに健康な心
を戻すことを信じ，意思と生き方を神
の配慮に委ねることへと続きます。
個々の人が自立的に病気を治せる，人
生をコントロールできるという発想か
ら抜け出すことが回復への第一歩なの
だと。これはナイチンゲールがクリミ
アで行った，合理性を手放して自然に
委ねる看護と確かにつながっていると
感じました。
宮本　クリミアは本当に悲惨な状況で
はありましたが，その中でも動ける兵

士は，ナイチンゲールの介入によって
仲間の死にかけた兵士の介抱をしてい
るんです。よろよろ歩いてるような仲
間の兵士たちに，ナイチンゲールは重
病人の便器を片付けろと言うんですよ
ね。兵士たちは最初は拒否しましたが，
ナイチンゲールは決して諦めないで，
まずはやってみなさい，と。
栗原　結構しつこいんですよ（笑）。
でも，それで兵士自身が動き始める。
自分たちで自分たちを看護し始める。
宮本　まさにセルフヘルプですよね。
それが可能になるようにナイチンゲー
ルは仕組んだわけです。
栗原　助ける者が助けられ，助けられ
る者が助け，です。

Madではなく Crazy？

宮本　自己と他者を明確に区別し，自
己の意志の下に理性的に相手にかかわ
る近代的な価値観で生きていると，神
秘主義に基づくナイチンゲールの考え
方は不思議に感じる部分も多いです。
しかし，その不思議なところを「スピ
っちゃってる」で括ってしまうのは，
いささか理解が偏るように思います。
彼女は Madではなく Crazyとでも言
いましょうか。破綻した狂気を持った
人ではなく，「習慣や規則なんてくそ
食らえ！　私は私の道を行く」とある
種の信念を熱烈に貫き通した人であ
り，それが周りからは狂気的に見えた
のだと思います。
栗原　Crazyというのは良いですね！　
狂気的という切り口で言うと，ナイチ
ンゲールの著名な評伝作家であるスト
レイチーはナイチンゲールを精神病と
評していました。今で言うと統合失調
症でしょうか。『超人ナイチンゲール』
でも触れましたが，精神科医の中井久
夫によると，統合失調症になりやすい
人は，風が吹いて草花が揺れた「徴候」
から獣の動きを読み取れるような，時
間を先取りしてしまう，未来がわかる
予言者のような人だと言います。ナイ
チンゲールもこの「徴候」を感じ取る
ことができたのでしょう。突然予言の
ように異なる未来のビジョンがぱっと
見え，周りからいくらおかしいと言わ
れようとそれを当たり前に信じて生き
始めてしまう。
宮本　ナイチンゲールは神の啓示を受
けて予期せぬことをやらかす自分を予
言者になぞらえた，と『超人ナイチン
ゲール』にもありましたね。ですがナ
イチンゲールが他の予言者と異なる点
は，ただ予言して終わらせるのではな
く，「徴候」の根拠は何か，未来にど
うつながっていくのかを考え抜いたと
ころです。彼女は科学者として理詰め
で考えながら，誰も思いつかないアイ
ディアを使えるものは何でも使い実現
してしまった人ですから。
栗原　ナイチンゲールのそういった力
は，クリミアでの格闘の中で養われて
いったのだと思います。当時はまだ病
原体や感染症の存在は明らかになって
いません。ですがナイチンゲールは，

病院が狭く換気も悪い上，患者が密集
しているために死者が多発することに
気づき，患者同士を引き離し，換気し，
清潔を保つ努力をしました。
　ナイチンゲールは悪臭かどうか，臭
いを気にしていたと言われています
が，広い意味で鼻が利くんですね。明
らかに人為的に患者を 1か所に集めて
るからこそ，死んでいると考えた。
宮本　汚れた空気そのものは感染源で
はなくても，物理的な経路を断てば感
染のまん延防止になるわけです。自然
科学的に因果関係がわからなければそ
の治療や対処は無効であるという発想
がはびこった時期が，おそらく 20世
紀も中頃までは続きましたよね。そう
いう中でナイチンゲールは非科学的と
批判されたこともありましたが，コロ
ナ禍で行った三密回避もナイチンゲー
ルが行ったこととそう違いません。

アナキズムにも通ずる黒衣

宮本　世間でのナイチンゲールのイ
メージは，たいてい「白衣」を着た天
使ですが，今回の表紙のナイチンゲー
ルは「黒衣」ですよね。
栗原　ええ，黒はアナキズムのシンボ
ルの色なんです。黒は何色にも染まら
ない。だから何者にも縛られない，と。
もちろんナイチンゲールが自分でアナ
キストを名乗っていたわけではないで
すが，彼女自身の生き方を見ていると
そう感じてしまうんです。ヴィクトリ
ア女王に軍改革を遠慮なく提言して最
終的にはお茶友達になったり，実現し
たいことのために権力をありったけ使
ったりしても，組織や上の人間の命令
を聞くような人では全くない。周囲の
権力を含めて，それらをいかに使って
本当に困ってる人たちのために何をす
るかをひたすら考えていた人です。ど
んなに権力の中枢にいても，何者にも
染まらない，本当に黒衣の人だった。
そういう意味で「アナキスト，ナイチ
ンゲール」のようなスピリットが伝わ
るといいなと思っています。
宮本　先ほど憑依という言葉が出てい
ましたが，この本自体も栗原さんの憑
依体質が面目躍如という感じで，ナイ
チンゲールになりきっていますね。そ
んな栗原さんは今回の本でどこを一番
読んでほしいと思っていますか？
栗原　やはりクリミアで格闘している
ところでしょうか。いざクリミアに行
ったらナイチンゲール自身もびっくり
したはずです。どうしたら良いのかわ
からない。患者との関係でもそうだし，
宗教や階級の全然違う看護師同士の関
係でも苦労していたと思います。あが
きもがきながら，これはという徴候を
つかんで実行していく。それがあの 1
年半の間に凝縮されていたように思い
ます。その中でナイチンゲール自身も
どんどん変わっていくんですね。その
プロセスというか，何度も自分の皮を
脱ぎ捨てて変身していく，その奮闘っ
ぷりをぜひとも感じてほしいです。
 （了）
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